
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

８月３１日（土）13：30～15：30 ランチルームをブース別に仕切り、井草の歴史展示や模擬店舗、PTA

サークルのデモンストレーションや展示、演劇部のステージで彩られ、多目的室では、１年生バンド、卒業

生バンド、おやじバンド、ヨーヨーパフォーマンスが披露されました。 

（生徒スタッフ３０名・教職員１３名・大人関係者スタッフ４８名・来場者７２名//合計１６３名） 

                 

               一台しか使えなかったけど、 

お客さんは満足させられた！ 

  

 

                 演劇部の近くで販売したり 

大声を出すなど、工夫ができた！ 

 

 

  

                         売り上げ２５８０円は被災地へ寄付します！ 

 

                                開催が夏なら、来年もかき氷をやり

たい！ 

 

 

  

     

 

 

 

 

  

 

機械をメンテナンスしてくれた                           こんなにも井草中を支えてくれる人が 

学ボラさんに感謝です！                              いるのだなーと思った。 

 

  

   

来年は業の精度を上げる！ 

 

                    

高校生と技術交流が出来て 

                       嬉しかった。来年も出ます！ 

 

 

 

 

卒業生バンド                                                    おやじバンド 

「御バンド」                                                        「SIPPS」 
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   ２０１３年 1０月２２日発行 ＣＳ広報部会 

 

 

 

 

文頭よりお悔みのご報告で、申し訳ございません。井草中学校落成祝賀会実行委員会の発足時より実行委員長

として陣頭指揮を摂って下さり、多大なるご尽力を賜りました、本多一郎氏が祝賀会の盛会を見届けた後、６

月末日に他界されました。謹んでご冥福をお祈りいたします。 

 

平成 25 年６月１日（土）9 時より体育館とランチルームを使用して、井草中学校落成祝賀会が開催されま

した。約 2 年の準備段階を経て、井草中学校を取り巻く関係町会の皆様や様々な関係組織、団体をはじめ、

PTA や支援本部、同窓会の皆様のご尽力により結成された実行委員会で、建設時多大なご迷惑をおかけした

近隣住民の皆さんや、プレハブ校舎 3 世代の卒業生をご招待し、新校舎を含む井草中学校の新しい環境に対

して盛大にお祝いをいたしました。当日は、i 組の生徒さんによる手作り蛇踊りや、吹奏楽部演奏、2 年生徒

による「井草中の歴史」のパフォーマンスプレゼンテーションが披露され、また、3 年生全員、2 年生全員に

よる大合唱が、力強く、かつ、素直で美しい歌声として、体育館中に響き渡りました。実行委員会からは、同

窓会の多大なるお気持ちを拝借しながら、テント、記念誌、半被を学校側に贈呈させていただきました。第２

部では、井草ばやしの演奏や、卒業生ソプラノ歌手のアトラクション、井草中学校校歌を参加者全員で歌うな

ど、井草魂の存在を再確認しうる、神々しくも盛大な会であったことをここにご報告申し上げます。当会を開

催するのに当たり、ご尽力いただきました皆様本当にありがとうございました。この紙面をお借りいたしまし

て、改めて御礼申し上げます。 

                   落成祝賀会実行委員長 代理 野田敏夫 

 

 

                              

I 組手作り蛇踊り                         吹奏楽部演奏    

 

 
 
 

                                  
 
 

        井草中の歴史プレゼンテーション 
 
 
 

 
 

 
 
 
  2 年生全員合唱                           3 年生全員合唱 

 第第１１６６号号    



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

                                          

テーマは「自主・自律」とは！   

 

 

 

 

 

 

 職員とのまじめな交流会 

 

 

 

 

 

 

9 月 14 日（土）に井草中学校説明会が行われました。来年度入学を希望されている 54 名の地域の皆さ

んが参加されました。ドイツに出張中の坂野会長に代わって私が地域運営学校（ＣＳ）のこと、学校支

援本部のこと、井草中独自の方式である学級サポーター（コミ坦）のことについて簡単に説明しました。

最後に井草地域の皆さんの学校に対する熱い思いにふれ『私は世田谷の住人ですが井草の皆さんは本当

に学校の支援に熱心だと感服しています。皆さんの大切なお子様を安心して入学させてください。』と

締めくくりました。 

ＣＳ会長業務代行 熊野隆喜 

 

 

夏休みも終わりに近づいた８月 27

日、12 時 30 分から 14 時まで、交

流研究会が行われました。これ

は、井草中に関わる教職員、支援

本部の皆さん、ＰＴＡの皆さん、そし

てＣＳ委員が一堂に会し、より良い

井草中のためになにができるのか

を、率直に議論する貴重な機会で

す。 

 冒頭に坂野（CS 会長）から趣旨

説明を行い、「井草中における自

主・自律とは何か？」について班ご

とに分かれて議論をしていただきま

した。昼食をとりながらの話し合い

は、和やかな雰囲気の中で進んで

ゆきました。 

 この交流研修会は、平成２０年度に始められたもので、今年

で６回目です。井草中がＣＳを設置した２年目から、学校関係

者が互いに考えていること、感じていることを、気さくに話し合う

場としての役割を担ってきました。 

 今年は時間が例年よりも短く 90 分間でした。昼食もそこそこ

に、斑それぞれに自分達の思うところをお話しいただき、それを

ポイントにまとめていただきました。最後の 30 分弱は各斑から

の発表です。今年からコンテスト方式をやめ、他の斑の発表内

容をゆったりと聞いていただくスタイルに変更しました。 

発表が終わった後も、あちらこちらで話し合いを続ける人達

がおり、井草中への熱い想いを確認することができました。 参

加された皆様、ありがとうございました。 

（ＣＳ会長 坂野慎二） 

CS 委員 

教職員 

支援本部 

PTA   

合同の 

勉強会 

 

（８月２7 日） 

学校説明会  
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井草中学校の図書室は 4月より新しい学校司書を迎えスター

トしました。7月には書架移動をし、図書室の雰囲気が変わり

ました。 

新たなスペースで生徒たちは、調べ学習、テスト勉強、検定

試験前など活用しています。私たち“井草 図書サポーター”は、卒業した PTA と現役 PTAがサポート登録を

し、活動しています。毎週金曜日 15:00～16:30図書室開室のお手伝いと学校司書の方が研修等で不在の時、

代理で貸出し業務を行います。 

また、季節に応じて図書室をディスプレイし お正月、節分、七夕飾り、秋の七草のススキ、ハロウィン、

クリスマスなど生徒たちと四季を感じ楽しんでいます。保護者の方に

も本の貸出しをしています。お時間があれば是非、図書室にお立ち寄

り下さい。 

                             

           

  

 

CS 委員 

図書サポーター  小向 祐子 

 

 

リレーエッセイ ―井草中探訪  

井草中学校 地域連携担 

主任教諭 本田鈴代 

 
 井草中に赴任して６年目を迎えます。   

赴任したばかりの給食初日はお花見給食。桜の木の下で地域の方々と交流しながらお弁当をいただく

－教員になって初めての経験でしたので、CS はやはりちがう！地域とのつながりと温かさに驚いたも

のでした。運動会では、コミ担さんが生徒席で生徒に関わってくださるお陰で教員たちは係の仕事に専

念できる！ことに衝撃を覚えました。私の家庭科の保育体験授業では、毎年３０人の赤ちゃんたちをコ

ーディネーターさんが集めてくださいます。私一人だったら、とてもとても大変なこと・・保育体験な

ど実現できないかもしれません。昨年、新校舎完成式典に向けて１年生は「井草中調べ」を行いました。

６０年前、５０年前・・と１０年前ごとの同窓会の方々が来校くださいました。 

あげればきりがないのですが、教員だけでやっていたらとても大変なこと、できないことが、井草中

ではできるのです。授業や行事の内容の幅がひろがり、井草中の教育活動がとても豊かなものになって

いるのは、CS であればこそ、なのですね。数々の体験と地域の方たちとの触れ合いができる生徒たち

も、とても幸せだと思います。 

今年度は、地域連携委員になり、“○
えん

”に参加させていただくようになって、さらに多くの方々に支

えていただいていることを実感しました。これからも、地域の方々とのつながりを大切にしていきたい

と思います。 

 

－３－ 


